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お知らせ

県弁護士会法律相談（要予約）
時火曜日午前10時15分～午後０時45分
問新潟県弁護士会（☎025−222−5533）
　または福祉課総合相談室（☎75−8941）
県弁護士会交通事故相談（要予約）
時火曜日午後１時45分～４時15分
問新潟県弁護士会（☎025−222−5533）

出張年金相談（要予約）
時８日㈬・22日㈬午前10時～午後３時
問新発田年金事務所（☎0254−23−2128）
　心配ごと相談の日程については、社協むらかみ
（偶数月発行）をご覧いただくか、お問い合わせ
ください。
■問社会福祉協議会生活支援課（☎62−7756）

10月の各種相談　※日程は祝日を除く
9/13

8/31

8/16

9/3

スポレックで楽しく交流
第22回きららカップ スポレック大会（神林総合体育館）

中学生がイベントを盛り上げました
あらかわエキマエマルシェ（JR坂町駅前特設会場）

最後の花相撲
関口奉納花相撲（関口地内）

地域の新たなチカラに期待
農家民宿、民泊開業に向けた情報交換会（桑川地内）

　本大会には市内外から58人が参加し、静岡県からの参
加者も見られました。試合はくじ引きによるチーム編成で、
団体戦の総当たり形式で実施。選手たちは軽快なフット
ワークで熱戦を繰り広げました。
　優勝チームの選手は、「毎年参加をしていますが、今回
は優勝できて嬉しいです。けがもなく終えることができて、
安心しました。スポレックの楽しさが、もっと広まって
ほしいですね」と話していました。

　荒川商工会青年部OBで構成する「フリースタイルあら
かわ」が、毎年の恒例となっている「あらかわエキマエ
マルシェ」をJR坂町駅前通りで開催。今回は、荒川中学
校の生徒約30人が、職場体験として各ブースに入り販売
などを手伝いました。
　主催したスタッフからは「このイベントを通して、生
徒がお客さま	 に喜んでもらえるために、自分で考え行動
する姿は、主催者の願いが具現された姿そのもの」と話
していました。

　長年行われてきた花相撲が今年最後とあって、たくさ
んの観客でにぎわいました。景品をもらって嬉しそうな
子ども、遠慮なく投げ飛ばすママさんたちの奮闘、還暦
を過ぎた力士に突き飛ばされる若手、娘婿と義父の取り
組みに盛り上がる会場。
　たくさんの集落関係者で笑いの絶えない時間となり、
夏の日差しに負けない、元気な集落の姿がそこにはあり
ました。

　民宿など宿泊施設の減少が続く山北地域で、民泊の開
業に関心のある事業者を対象とした情報交換会を開催。
新潟県の担当者による制度説明や実際に山北地域で開業
した事業者から開業までの経緯や準備、開業してからの
状況や体験談の紹介後に、参加者同士で意見交換が行わ
れました。
　参加者からは「開業に向けて検討したい」「地域活性化
に貢献したい」といった声が寄せられました。

▲白熱した試合を繰り広げる選手たち

▲荒川中学校の生徒が来場した人へ出店者を紹介

▲暑い中、力強い相撲を取る参加された皆さん

▲県の担当者からの説明を真剣に聞く参加者

…ニュース番組として市ホームページで動画を配信中

【第18回「村上市美術展覧会（市展）」】【第11回「村上市文化展」】 
【第８回「中高生のためのアニメ・イラスト展」】
■問生涯学習課文化行政推進室（教育情報センター内☎53−7511）

10月から「多様で柔軟な働き方・女性活躍実践企業（愛称：ニーフル）」の認定が始まります！
■問地域経済振興課経済振興室（☎75−8942）

■時10月11日㈯～10月13日（月・祝）午前９時～午後５時
　※初日は午前９時30分開始、最終日は午後４時終了
■内�一般公募した絵画や工芸作品、書道、写真などを展示します。また、村上市岩船郡PTA協議会による
児童生徒の図画作品展や華道展、荒川花火大会絵画展も開催します。
■場総合文化会館
　※会期中は無料シャトルバスを運行します
■他作品カタログ（１部300円）を会場受付で販売します。

～村上市美術協会員による市美術展覧会出展作品の解説会を行います～
書道部門（漢字） 10月11日㈯　午後１時30分～ 解説員：本間　敦舟
彫塑・工芸部門 10月11日㈯　午後２時～ 解説員：鈴木　和弘
日 本 画 部 門 10月12日㈰　午前10時～ 解説員：倉﨑　勝郎
洋画・版画部門 10月12日㈰　午前11時～ 解説員：渡邊　正夫
書道部門（かな） 10月12日㈰　午後１時30分～ 解説員：山村　ミヤ
写　真　部　門 10月12日㈰　午後１時30分～ 解説員：荻根沢久和

　新潟県では、若者や女性の県外流出を防ぎ、誰もが「働きたい」と思える職場づくりを進めています。
10月からは、新制度「多様で柔軟な働き方・女性活躍実践企業（愛称：ニーフル）」の認定が始まり、
研修会や相談支援、補助金や助成金、建設工事の入札での優遇など、多様なサポートが受けられます。
なお、市では「人材獲得・定着支援事業補助金」の上限額の加算をします。
　なお、これまで多くの事業者に加入いただきました「ハッピー・パートナー企業」
登録制度は令和８年３月末で終了します。令和８年４月以降も支援制度を継続し
て受けるには、新制度「多様で柔軟な働き方・女性活躍実践企業」への認定申請
が必要です。詳しい内容は市ホームページをご覧ください。
※市内の登録企業は随時、市ホームページに掲載します

ホームページ


